
（7） 第５１１号 JA広報

「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

米粉シフォンケーキ　飯野高校生が考えたレシピです
☆ 材　料 ☆（１ホール分）
　※Ａ（卵黄４個分・グラニュー糖４０ｇ）
　※Ｂ（米粉１００ｇ・ベーキングパウダー４ｇ）
　※Ｃ（卵白４個分・グラニュー糖４５ｇ）
　牛乳…大さじ５　　　　バニラエッセンス……少々
　サラダ油・・・大さじ３　トッピング（お好みで）
　粉砂糖（適宜）、ココア（大さじ１と１／２）

☆ 作り方 ☆
①下ごしらえ　１）材料※Ｂを合わせてふるっておく（ココアを入れる場合はここで入れる）

２）卵黄と卵白を分ける
３）オーブンを１８０度に予熱しておく

②ボールに材料※Ａを入れ、泡立て器でなめらかになるまで混ぜ、牛乳、バニラエッセンスを加えて混ぜる。
サラダ油を少しずつ加えながらさらに混ぜたら、ふるっておいた※Ｂを加え、なめらかになるまで混ぜる。

③ボールに材料※Ｃの卵白を入れ、グラニュー糖を２～３回にわけで加えながら、ハンドミキサーで角が
ピンと立つまで泡立てる。

④②の生地に③で作ったメレンゲ１／３を加え、切るように混ぜる。残りのメレンゲに、先ほど混ぜた生
地を入れ、ゴムベラでメレンゲを抱き込むようにふんわりと混ぜたら、型に流し入れる。

⑤１８０度のオーブンで２０分ほど焼く。（オーブンによって違うので時間は調節してください）
お米の甘さで砂糖控えめ♪
米粉は、お米から作られていることもあり、ほんのり甘味があるので、普段のお菓子よりもお砂糖控えめで作れます。

（JA女性部通信）

①ういろう

②かるかん

③さつまいもとおから
　のパンケーキ

山芋のような長～～いサツマイモ

ほおずき通信

◆お問い合わせ◆　生活館夢工房　３５-１８１０

　コロナ禍で家の光大会は中止になりまし

たが、県役員会で料理部門コンクールは実施

することが決定しました。

　10月14日、女性部で①ういろう（黒糖・抹

茶・コーヒー味）、②かるかん、③さつまいも

とおからのパンケーキを作って出品するこ

とになりました。

◎ちょ
っと

○
まる ○

まる
なはな

し



（10）令和２年１１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
10
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

10
月
16
日
～
18
日
の
３
日
間
、
西
諸
畜

連
で
、
10
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や

値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管

理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛

生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石

等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気

付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、

ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
10
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

10
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

10
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下

見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜

産
課(

☎
３
３
‐
５
７
４
７)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
10
期
郡
子
牛
品
評
会

　

10
月
12
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
６
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和２年１０月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回( ２年１０月) 前回 ( ２年９月 ) 前年 ( 元年１０月 )

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増　減 頭数 平均価格 増　減

メス 74 701,072 76 649,101 51,971 80 737,715 △36,643

去勢 110 786,010 107 765,579 20,431 105 845,795 △59,785

計 184 751,850 183 717,206 34,644 185 799,057 △47,207

令和２年10月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ９４０ひがしわき 東 脇 勇 二

壱等賞1席 第 ２ ７ ひ か る 坂 元　 睦 子

壱等賞2席 あ す か 福 満　 勝 夫

壱等賞 は な こ 重 富　 輝 夫

〃 あ こ 中 原　 安 尋

〃 べ に 堂 原　 昭 八

弐等賞 第 ４ ０ べ っ ぷ 坂 元　 一 貴

〃 つ き 錦 戸 　 勝

〃 き く な 遠 目 塚　 了

〃 み や び ４ ２ ９ 横 山　 大 樹

※序列がついているのは壱等賞の２席までです

令和２年10月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 10席 ９４０ひがしわき 東 脇 　 勇 二

壱等賞 第 ２ ７ ひ か る 坂 元 　 睦 子

〃 あ こ 中 原 　 安 尋

〃 べ に 堂 原 　 昭 八

弐等賞 あ す か 福 満 　 勝 夫

〃 は な こ 重 富 　 輝 夫

※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません

◎
畜
産
関
係
◎



（11） 第５１１号 JA広報

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

子牛の肺炎予防について！
　肺炎は、様々なウイルスや細菌感染により、晩秋から初春にかけて発生することが多い病気
です。肺炎の集団感染には、呼吸器へのウイルスまたは細菌の感染、およびそれらの重感染が
原因となります。しかし感染の原因となるのは、換気不足や敷料の管理不良による高い湿度と
アンモニアガスの蓄積などの環境的要因によるところが大きいです。
それでは子牛の肺炎を予防するには、どういうことが重要なのでしょうか。

１．十分な換気
　人が子牛の高さにしゃがんで 10 分間耐えることができない状態だと、子牛に与える影響は
大きいようです。アンモニアは発生量が少なくても肺にダメージを与えるため、一定の空気の
入れ替えは重要です。また頭数の過密は換気不良の原因となるばかりではなく、直接的な空気
感染を引き起こします。

２．十分な敷料を敷いておく
　乾燥した敷料を十分に敷くことにより、寒い時期には暖かく、暑い時期には涼しくする効果
があります。

３．十分なミルクを投与する
　特に初乳の給与は移行免疫の獲得のために重要です。またその後の哺乳においては、人工哺
育の場合、１日２回に分けて給与される例が多いようですが、小分けして給与回数を増やすほ
うが子牛に与えるストレスは少ないようです。

４．母牛へのワクチン投与
　下痢や肺炎予防の混合ワクチンを接種することで発症を防げる場合があります。しかし、こ
れにより獲得した免疫は初乳によってのみ子牛に与えられるので、初乳の十分な哺乳が前提で
す。

５．導入牛は極力避ける
　外部からの導入は病原菌を持ち込む可能性があります。導入した場合は最低１週間隔離して
観察することをお勧めします。また他農場からの器具・機材の持ち込みも避けましょう。

６．哺乳瓶やバケツの消毒と管理
　哺乳器具の消毒は病原体の伝染を防ぎます。また、哺乳瓶の乳首の穴が大きい場合、ミルク
を飲み込むより早い速度でミルクが口に流れ込み、あふれたミルクの一部が気管から肺に入っ
て誤嚥してしまいます。乳首の劣化や穴の大きさの管理が必要です。

７．離乳のストレスを最小限に
　離乳はスターターの摂取量を確認してから開始しましょう。離乳後も同じスターターを与え
飼料の急変を避けましょう。



（12）令和２年１１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

◎
農
薬
の
混
用

混
用
の
順
序
確
認

次
の
順
番
で
混
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
水
→
②
展
着
剤
→
③
液
剤
・
乳
剤
→

④
水
溶
剤
・
水
和
剤
→
⑤
フ
ロ
ア
ブ
ル

剤
→
⑥
液
肥

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

開
花
期
ま
で
の
徹
底
防
除
！

１
．
開
花
期
ま
で
に
、
う
ど
ん
こ
病
・

ヨ
ト
ウ
ム
シ
・
ダ
ニ
の
防
除
を
行
う
。

２
．
早
朝
、
芯
葉
か
ら
３
枚
目
の
展
開

葉
に
葉
水
を
う
た
な
い
時
は
潅
水
す

る
。
少
量
多
回
数
を
基
本
と
す
る
。

３
．
潅
水
は
午
前
中
に
行
い
、
夕
方
ま

で
に
地
温
の
上
昇
を
促
す
。

４
．
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
後
は
高
温（
35
℃
以

上
）に
な
り
や
す
い
た
め
、
開
閉
管
理

を
こ
ま
め
に
行
う
。

温
度
管
理
目
安

　
　

午
前　

28
℃
～
30
℃

　
　

午
後　

20
℃
～
22
℃

　
　

夜
温　

10
℃
～
12
℃

５
．
玉
だ
し
作
業
は
開
花
期
か
ら
開
始

し
、
ク
ラ
ウ
ン
部
に
光
が
当
た
る
よ
う

に
行
う
。

６
．
加
温
機
の
稼
働
ま
で
に
、
掃
除
・

点
検
は
済
ま
せ
て
お
く
。　

７
．
電
照
開
始
時
期
は
11
月
10
日
～
15

日
頃
を
目
安
と
す
る
。
ま
た
、
新
葉
が

伸
び
な
い
、
葉
色
が
濃
い
、
果
柄
枝
が

短
い
、
果
実
の
丸
み
が
強
い
と
き
は
電

照
時
間
を
長
く
す
る
。

＊
天
敵
導
入
の
目
安　

　

11
月
上
旬
～
下
旬
に
導
入
。
導
入
前

に
天
敵
へ
の
影
響
日
数
を
考
慮
し
た
ハ

ダ
ニ
防
除
を
行
う
。

・
ス
パ
イ
カ
ル
Ｅ
Ｘ　
　

１
本
／
10
ａ

・
ス
パ
イ
デ
ッ
ク
ス　
　

２
本
／
10
ａ

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

お
礼
肥
が
済
ん
で
な
い
圃
場
は
早
め

に
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
落

毬
果
や
イ
ガ
は
病
害
虫
の
発
生
源
と
な

り
ま
す
の
で
園
外
に
持
ち
出
し
、
園
内

清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
き
ん
か
ん　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

果
実
肥
大
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
被
覆
後
の
夜
温
は
18
～
20
℃
で

設
定
し
ま
す
。
園
内
に
あ
る
枯
れ
枝
等

は
黒
点
病
予
防
の
た
め
全
て
園
外
へ
持

ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

果
実
の
重
み
で
結
果
枝
が
垂
れ
下
が
っ

た
場
合
は
枝
折
れ
防
止
と
光
を
当
て
る
た

め
に
枝
つ
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昼
間
は
ハ
ウ
ス
内
の
高
温
に

注
意
し
て
日
焼
け
果
・
ス
上
が
り
果
に

な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
、
ハ
ダ
ニ
の

発
生
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜　
　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

収
穫
・
出
荷
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

出
荷
の
際
に
は
出
荷
規
格
を
遵
守
し
た

調
整
と
選
別
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
霜
が
降
り
る
前
ま
で
に
必
ず
収

穫
を
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
も
終
盤
に
な
り
樹
勢
も
弱
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が

16
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
二
重
ビ

ニ
ー
ル
を
す
る
な
ど
し
て
温
度
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
の
防
除
・

施
肥
の
頻
度
は
、
樹
の
状
態
や
残
り
の

収
穫
期
間
を
考
慮
し
な
が
ら
行
い
、
着

果
し
て
い
る
果
実
を
確
実
に
収
穫
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
作
の
準
備
と
し
て
土
壌
分

析
用
の
土
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
未
提
出
の
方
は
11
月
20

日（
金
）ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
栽
培
終
了
後
、
圃
場
に
残
っ

た
残
渣
は
次
作
の
病
害
虫
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
外
へ
全

て
持
ち
出
し
て
早
目
に
処
分
す
る
な
ど

今
作
の
片
付
け
お
よ
び
次
作
の
準
備
は

計
画
立
て
て
行
い
、
十
分
な
土
づ
く
り
・

消
毒
期
間
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

　
（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

果
実
の
付
根（
果
柄
）部
分
に
亀
裂
が

８
割
程
入
っ
て
い
る
実
は
収
穫
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
後
、
朝
晩
冷
え
込
ん

で
降
霜
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
果
実

部
分
も
霜
に
よ
っ
て
軟
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
霜
が
降
り
る
前
ま
で
に

は
収
穫
を
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
前
の
病
害
虫
被
害
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
夜
間
活
発
に
活
動

し
ま
す
の
で
、
食
毒
作
用
の
あ
る
Ｂ
Ｔ

剤（
デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒
水
和
剤
や
チ
ュ
ー

ン
ア
ッ
プ
顆
粒
水
和
剤
）な
ど
は
夕
方
使

用
し
、
接
触
性
殺
虫
剤
は
早
朝
に
使
用

す
る
な
ど
の
使
い
分
け
を
お
願
い
し
ま

す
。
病
害
に
つ
い
て
は
、
気
温
が
低
く

な
れ
ば
菌
核
病
を
発
症
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
メ
ジ
ャ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
や

パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
を
使
用

し
て
、
事
前
の
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
発
症
株
は
た
だ
ち
に
抜
き

取
り
、
隣
接
株
に
広
が
る
の
を
防
ぐ
と

と
も
に
伝
染
源
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
薬
を
使
用
す
る

際
は
使
用
回
数
や
使
用
時
期
に
十
分
注

意
し
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎



（13） 第５１１号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

☆
白
ネ
ギ　

　
（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

収
穫
時
期
に
入
り
ま
す
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
cm

か
ら
２
・
５
cm
以
上（
Ｓ
～
２
Ｌ
）に
な
り

ま
す
。
事
前
に
軟
白
部
の
確
認
を
行
い
、

軟
白
部
が
30
㎝
未
満
の
場
合
は
土
寄
せ

を
行
っ
て
軟
白
部
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
排
水
対
策
も
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
中
村
真
吾
）

　

11
月
下
旬
よ
り
気
温
の
冷
え
込
み
が

続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
パ
ス
ラ
イ
ト
等
の

被
覆
資
材
を
用
い
て
保
温
対
策
と
霜
害

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

肥
料
欠
乏
症
の
対
策
と
し
て
微
量
要

素
入
り
の
液
肥
の
散
布
を
行
い
、
葉
色

の
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

シ
ロ
オ
ビ
ノ
メ
イ
ガ
等
の
ガ
類
の
被

害
に
注
意
し
、
早
め
の
防
除
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
～
４
月
下
旬
出
荷
作
型
の

作
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸

課
担
当
中
村（
３
３
‐
５
７
５
６
）ま
で

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

本
葉
が
４
枚
～
６
枚
展
開
し
た
ら
追

肥
と
中
耕
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
や
べ
と
病
等
の
発
生
も

予
想
さ
れ
る
の
で
、
防
除
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
人
参

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

播
種
後
１
２
０
～
１
５
０
日
で
収
穫

期
と
な
り
ま
す
。
収
穫
の
適
期
を
過
ぎ

る
と
地
下
部
の
病
害
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
播
種
日
の
確
認
を
行
っ

て
適
期
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

☆
加
工
大
根　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

生
育
後
期
に
入
り
、
今
後
は
さ
ら
に

生
育
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

害
虫
の
防
除
に
は
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ

ル（
１
０
０
０
倍
液
・
収
穫
14
日
前
ま

で
）、
病
害
の
予
防
に
は
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル

ド
ー
（
１
０
０
０
倍
液
・
収
穫
14
日
前
ま

で
）な
ど
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
農

薬
の
使
用
に
つ
い
て
は
ラ
ベ
ル
記
載
の

内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
原
料
用
・
加
工
用
甘
藷

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

収
穫
も
終
盤
に
入
り
ま
す
が
、
収
穫
の

際
に
は
、
病
虫
害
・
腐
敗
・
折
れ
・
裂
開（
土

噛
み
）な
ど
の
混
入
が
な
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
が
終
了
し
た
圃
場
で
は
ロ
ー
タ

リ
ー
が
け
を
早
め
に
行
い
、
残
渣
の
分

解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊　
　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

年
末
電
照
き
く
は
、
花
芽
発
達
肥
大

期
に
な
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
在

来
系
品
種
は
18
℃
、
低
温
開
花
性
品
種
は

15
℃
以
上
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス

内
は
ビ
ニ
ー
ル
の
隙
間
を
無
く
し
て
加

温
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
病
害
虫
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
、
初
期
防
除
に
重
点
を
置
い

た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

定
植
後
の
昼
間
は
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を

開
放
し
て
出
来
る
だ
け
ハ
ウ
ス
内
を
涼

し
く
保
ち
、
昼
温
15
℃
を
目
標
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
循
環
扇
等
を
利
用

し
た
ハ
ウ
ス
内
空
気
の
循
環
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
高
温
多
湿

に
な
る
と
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
る

た
め
温
度
管
理
に
は
気
を
配
り
、
殺
菌

剤
に
よ
る
予
防
的
防
除
も
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
玉
ネ
ギ　
　

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

11
月
中
旬
よ
り
定
植
時
期
と
な
り
ま

す
。
機
械
移
植
前
に
マ
ル
チ
上
に
培
土

を
行
う
こ
と
で
、
マ
ル
チ
が
風
で
膨
ら

ま
な
く
な
り
、
機
械
移
植
率
も
向
上
し

ま
す
の
で
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
機
械

移
植
後
は
、
苗
の
捕
植
を
素
早
く
済
ま

せ
る
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
機
械
定

植
後
の
倒
れ
た
苗
の
補
植
作
業
が
遅
れ

る
と
活
着
が
著
し
く
悪
く
な
り
、
春
先

の
玉
太
り
に
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
捕

植
作
業
を
素
早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
定
植
後
は
早
期
活
着
の
た
め
潅
水

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋　
　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

圃
場
か
ら
持
ち
出
せ
ず
に
残
っ
た
里

芋
は
、
来
年
度
発
芽
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
土
中
で
の
分
解
が
進

む
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ー
を
数
回
か
け
て
粉

砕
し
、
残
渣
の
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

〇ちぢみほうれん草防除例
病害虫 薬剤名 希釈倍数 使用時期 備 考

ハモグリバエ
シロオビノメイガ
ハスモンヨトウ

カスケード
乳剤 4000倍 3日前まで 3回以内

べと病

コサイド
3000 1000倍 － 予防剤

ランマン
フロアブル 2000倍 3日前まで 治療剤

3回以内



（14）令和２年１１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営農情報 ◎担い手支援関係◎

労働保険の成立手続はおすみですか
◆労働保険とはこのような制度です
　労働保険とは、労働者災害補償保険（一般に「労災保険」といわれます。）と雇用保険
を総称した言葉であり、保険給付は両保険制度で別個に行われますが、保険料の徴収等に
ついては、原則的に、一体のものとして取り扱われます。
　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病気に見舞われたり、ある
いは不幸にも死亡された場合に、被災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付を行う
ものです。また、労働者の社会復帰の促進など、労働者の福祉の増進を図るための事業も
行っています。
雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活の安定を図るとともに、再
就職を促進するため必要な給付を行うものです。また、失業の予防、雇用機会の拡大、雇
用構造の改善、労働者の能力の開発・向上、高齢者や育児・介護をする労働者の雇用継続
の支援などの事業も行っています。

◆労働保険は、強制保険です
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、農林水産の事業の一部を除
き、労働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となりますので、事業主は労働
保険に加入しなければなりません。パートタイム労働者についても、一定の要件を満たせ
ば雇用保険の被保険者となります。
現在、労働保険の未手続事業に対しては「労働保険未手続事業一掃対策」を実施しており、
行政からの再三にわたる加入手続指導によっても加入手続を取らない事業主に対しては、
職権による加入手続も視野に入れて取り組んでいます。

◆労働保険の加入手続は
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公共職業安定所）でお願
いします。
加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、厚生労働大臣の認可を受けた
中小事業主等の団体である労働保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託する制度
もありますので、ご活用ください。

事業主のみなさまへ

詳しくは、都城労働基準監督署またはハローワーク（公共職業安定所）
または、宮崎労働局労働保険徴収室  ℡ 0985-38-8822　まで

※農業労災保険のご加入については、下記までお願いいたします※
えびの市農協労働保険事務組合（ＪＡ担い手支援課 TEL33-5758）



（15） 第５１１号 JA広報

ぼくはいや　いじめするのも　されるのも

営農情報 ◎担い手支援関係◎



（16）令和２年１１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
大
豆　
　
　

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

ま
も
な
く
収
穫
時
期
と
な
り
ま
す
。

収
穫
の
目
安
は
落
葉
し
て
、
さ
や
が
淡

褐
色
に
変
わ
り
茎
を
振
る
と
さ
や
か
ら

カ
ラ
カ
ラ
と
音
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
収
穫
直
前
ま
で

青
々
と
し
た
茎
や
葉
が
残
っ
て
い
る
状

態
の
大
豆
を
一
緒
に
収
穫
し
て
し
ま
う

と
、
土
が
付
着
し
や
す
く
な
り
、
品
質

が
悪
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

収
穫
作
業
を
行
う
前
に
抜
き
取
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
圃
場
内
の
雑
草
も

同
様
に
大
豆
を
汚
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
除
草
を
行
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

刈
払
い
機
等
に
よ
る
収
穫
作
業
を
行

う
際
、
振
動
に
よ
り
さ
や
か
ら
脱
粒
す

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
リ

ス
ク
を
低
く
す
る
た
め
に
、
さ
や
が
乾

燥
し
て
い
な
い
早
朝
か
夕
方
の
収
穫
が

お
す
す
め
で
す
。

　

刈
取
り
後
、
雨
や
露
に
あ
た
る
と
シ

ワ
や
カ
ビ
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
、

品
質
が
悪
く
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
天
日
か
乾
燥
機

な
ど
を
用
い
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

［
出
荷
に
つ
い
て
］

　

出
荷
の
際
は
水
分
を
14
～
15
％
に
調

整
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
袋
な
ど
に
入
れ
て

出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
大
豆
に
つ
い
て
は
、
出
荷
後
に
選
別

機
に
よ
る
選
別
を
行
い
ま
す
の
で
、
出

荷
時
の
重
量
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
そ
ば  　

　
（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

そ
ば
も
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。

そ
ば
の
収
穫
で
鎌
や
草
刈
機
な
ど
で
刈

り
取
る
場
合
の
目
安
は
、
子
実
の
70
～

80
％
が
黒
変
し
た
こ
ろ
で
す
。

　

振
動
に
よ
る
脱
粒
を
少
な
く
す
る
た

め
、
大
豆
と
同
様
に
早
朝
か
夕
方
の
収

穫
が
お
す
す
め
で
す
。
刈
り
終
わ
っ
た

ら
圃
場
内
で
島
立
て（
立
て
小
積
み
）し

て
乾
燥
さ
せ
、
子
実
の
内
容
物
が
粉
状

に
な
っ
た
ら
脱
穀
し
ま
す
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
場
合
は
、

葉
が
全
て
落
葉
す
る
く
ら
い
成
熟
し
て

い
な
い
と
機
械
内
に
茎
、
葉
が
詰
ま
っ

て
円
滑
な
作
業
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

収
穫
方
法
に
よ
っ
て
収
穫
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
収
穫
方
法
と
成
熟
度

を
よ
く
確
認
さ
れ
た
上
で
作
業
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
後
は
大
豆
と
同
様
に
天
日
か
乾

燥
機
等
を
用
い
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
そ
ば
は
乾
燥
さ
せ
て
も
水
分
が

戻
り
や
す
い
の
で
、
湿
度
の
高
く
な
る

と
こ
ろ
に
保
管
す
る
の
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

［
出
荷
に
つ
い
て
］

　

出
荷
の
際
は
、
天
日
か
乾
燥
機
等
を

用
い
て
、
水
分
を
14
～
15
％
に
調
整
し
、

新
袋
で
の
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。
後

日
、
農
産
物
検
査
を
実
施
し
ま
す
が
、

皆
掛
重
量（
紙
袋
込
み
）23
㎏
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
23
㎏
未
満
の
端
量
に
つ
き
ま

し
て
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
全
量
の
出

荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
水
分
の
計
測
に
つ
い
て
は
、
大
豆
、
そ

ば
と
も
に
Ｊ
Ａ
各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、

も
し
く
は
精
米
工
場
に
て
随
時
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
水
稲　
　
　

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

｢

健
全
な
土
づ
く
り｣

は
気
象
変
動
に

左
右
さ
れ
に
く
い
米
作
り
に
最
も
重
要

な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

切
り
落
と
し
た
稲
わ
ら
は
土
中
で
分

解
が
進
む
よ
う
、
収
穫
後
は
速
や
か
に

す
き
込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
堆
肥
お
よ
び
ケ
イ
カ
ル
、
ケ

イ
テ
ツ
、
ヨ
ー
リ
ン
等
の
土
壌
改
良
剤

を
散
布
す
る
際
は
事
前
に
土
壌
診
断
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
資
材
を
選

定
し
、
適
量
を
施
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

土
壌
診
断
に
つ
き
ま
し
て
は
農
産
園

芸
課
に
て
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
水
稲
栽
培
の
結
果
を
来
年

に
活
か
す
た
め
に
も
、
次
年
度
に
向
け

た
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農
情
報

 

◎
農
産
関
係
◎

営

出
荷
に
つ
い
て

（
大
豆
・
そ
ば
）

・
集
荷
受
付
け
先
（
持
ち
込
み
先
）

　

湯
田
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

精
米
工
場

・
集
荷
期
間

　

11
月
24
日
（
火
曜
日
）

～
12
月
25
日
（
金
曜
日
）
ま
で

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

・
受
入
時
間

  

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で



（8）令和２年１１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ＪＡマイカーローン

お申し込み・お問い合わせ先
飯野支店　３３- １０１１　加久藤支店　３５- １２１１　真幸支店　３７- １３１１

基準金利

年 2.5%
最大引下げ後金利

年 0.99%
条件に応じて

最大引下げ幅1.51％

 固定金利型

※変動金利もお選びいただけます。
※金利は金融情勢の変化により見直しさせていただくことが
　あります。

※ローン商品の詳しい内容につきましては店頭に説明書をご用意しております。
※ローンの優遇条件等詳細につきましては、各支店窓口にお気軽にご相談ください。

 キャンペーン期間　令和２年１１月２日（月）～令和３年９月３０日（木）


